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This study examined the contents of modern occupational stressors in workers， and the hypothesis 
that contact with weak ties through browsing and posting on Facebook as a typical social networking 
services promotes mental health state， which mediates stress mindset. As a preliminary survey， semi-
structur・edinterviews were conducted with workers and analyzed the contents of one's stressors in 
the current workplace. As part of main survey， ]apanese workers (n = 340) were askecl to responcl 
to questionnaires that measurecl workpJace stressors， frequency of posting and browsing .Facebook， 
stress minclset， ancl a mental health state. Factor analysis of the scores for stressors in the workplace 
extracted four factors: high load of work request， obscure the significance of work， evaluation 
dissatisfaction from the surroundings， and non-cooperation in the workplace. Covariance structure 
analysis inclicated that the frequency of posting on !<acebook promoted stress mindset， which was 
shown to promote mental health state. These results support the hypothesis and suggest that it may 
function as a resource that can decrease the negative effects of stressors in workers. 

































体・島津・ 1:':IJ1:・鈴木.IJ手・米j京 (2004) によっ


































Oaylor & Gol1witzer， 1995)，評価(Gollwitzer， 
1999) ，健康 (Crum& Langer， 2007)，行動 (Liberman，
Samuels， & Ross， 2004) の様々なオぇ準においてK~能
しているとされる。
このマインドセットに関する考え方に基づき，







(Stress Mindset Measure; SMM) を開発した。そし
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性 lこ着 !~l し ?のヒ{立カテゴリを構成した。まず，









i二位分類 下位分類 発吉例 }支数
i殿場環境から 職場の暗黙のルールに対ーする 対外的サービスより社内行事を優先する風土。 11 (12.496) 
受ける制限 違和感
20 (22.596) 職場環境の変化を受けての不 新しく個性的な人が入社して雰臨気が変わった。 5 (5.6%) 適応!~
待遇の不満足 仕事は好きだが.待遇に反映されていない。 3 (3.496) 
職場のシステム環境への不満 情報が-J乙管迎されていない。 1 0.196) 
求められる 求められる成果へのプレッ 売り上げの数字の持りがきっくプレッシャーがあ 9 00.1 %) 
仕事への米連 シャー る。
]5 06.9%) 顧客の要望に応えられない不 苦労して企画した仕事が，他の要密で形にならな
4 (4.5%) 
j前足 し'0
対人調整業務の難しさ 人によって考え方が違うことに合わせていくのが 2 (2.2%) 
気を遣う。
周|週の 特定j二長の対応への不快感 ワンマン上司でプライドが品く， I~I 己主張も強し \0 10 (11.2%) 
サポート不足 職場内の同僚サポート不足 相手に期待しなくとも，想録を超えて嫌がらせを
4 (4.5%) 14 (15.7%) 受ける。
継続的就労の 職業的価値観の不一致 u寺 lî~] 間 I~高カfのんびりとしたネi員カ九、る。 10 (11.2%) 
不確かさ 世帯主としての家族への責任 家族を路頭に迷わすことはできないので転戦でき
2 (2.2%) 日(14.6%) !惑 ない。
キャリア展望の不安 安定しない仕事なので，先行きが不安である。 1 (1.1%) 
1寺!Iliの小均換; 業務量過多 ~iぼ一日仕事で埋まってしまい，できないことも
6 (6.7%) 10 (11.2%) 多くある。
仕事と仕事外にしたい事に 勉強もしたい，運動もしたい，子どもの世話もみ 4 (4.5%) 
割く時間のバランスが悪い たいしi時間がない。
職務パフォーマン 自身の力を発揮できなし、 j約のごとく抜われ， 自分が仕事を生み出していな
4 (4.5%) スミtHnの不十分 し¥0 
9 (10.1%) 適切な裁量 降絡を機に I~! 分の裁量権がなくなった。 3 (3.4%) 
I~l 身の期待値への未達 できると思っていた仕事がT できなかった。 2 (2.2%) 
性格 習慣の反映 ストレスを生む!主党された性完壁主義であり，ルールから外れたときに気持ち
6 (6.7%) 8 (9.0%) イ名 が悪い。
ストレス解消ができない 周りが結婚し子どもができると，遊びに行く頻度 2 (2.2%) 
が1.支ったの
89 














































度について尋ねた。いずれも. 51~1二法 (5. 毎日.



















して 5件法 (5:よくあてはまる. 4ややあてはま
る， 3:どちらでもない， 2:あまりあてはまらな
い， 1:まったくあてはまらない)で回答を求めた。











(3.8%). その他の専門的職業が 9~， (2.6%). 人事
が30名 (8.8%).事務が53;ち05.6%)，営業・販売
が12;き， (3.5%)曾介護]械が671:， (19.7%).訪1¥]介護







一度81:1 (5.7%)，半月に一度3;'f， (2.1 %). 1週
間に一度10名 (7.1%に 2，3日に一度24:{'，
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(17.0%)， {iJ:El91名 (64.5%)， ~!lí: 回答 5 名 (3.5%)
であった。一方，投稿頻度については， ]ヶ月(以
上)に一度52名 (36.9%)，半月に一度19名(13.5%)，
1週間に一度2S;Gj (19.9%)， 2， 3 Iヨに一度17名
























M (SD) F1 F2 F3 F4 
F1 仕事要求の高魚崎 (α=.88)
数多くの仕事をこなさなければならない 3.47 (1.22) .80 .03 一.01 .09 
自分の仕事をするための十分な1寺問がない 3.04 (1.29) .77 .03 .14 .05 
在、の仕事は一人で、行うには多すぎる 2.84 (1.19) .74 .02 .02 .12 
仕事で、要求されている水準が高すぎる 2.91 (1.09) .73 .12 .08 -.15 
家に持ち舟るほとご士1:事が多い 2.47 (1.33) .72 -.07 一.05 .0 
今の仕事はとても難しく複雑だ、 2.85 (1.66) .59 .05 一.18 .16 
ノルマや納期に追われる業務を担当している 2.75 (1.32) .58 .07 .03 .08 
仕事以外のしたい活動に時間が割けない 3.00 (1.29) .52 一.08 .19 一.01
F2 仕事の意義不明瞭 (0:= .83) 
現在初当している業務に興味が持てない 1.87 (0.98) .05 .85 一.10 一.04
今の仕事には，はっきりした目標や話的がない 2.12 (1.05) .05 .74 一.02 一.06
l殿j誌で，g，分に何がWJ待されているのか分からない 2.34 (1.11) 一.07 .62 .24 一.02
，~，分の仕事は社会的に尊敬されていない 2.17 (0.99) .06 .49 .0 .07 
重要でない仕事を担当している 2.03 (0.99) 一.08 .43 .2 .10 
職場内で， !当分の責任範囲がどこまでか分からない 2.47 (1.18) 一.06 .43 .17 .23 
F3 )奇聞からの評価不満足 (α=.80)
現在の仕事に見合った待遇を受けられていない 2.75 (1.20) .08 -.13 .74 .0 
仕事の成果が高く評価されない 2.67 (1.01) .01 .18 .64 一.03
継続して働ける安定!惑がない 2.63 (1.26) .15 .06 .63 一.12
部署の決定事頃にほとんど影響力がない 2.55 (1.13) 一.21 .26 .49 一.10
職場の情報が一元化されていない 3.24 (1.16) .19 .0 .48 .18 
職場において自分が充分に認められていない 2.39 (1.02) 一.08 .07 .47 .3 
F4 i融j揚におけるゴ!ニ協同 (α=.62)
職場に助け合う雰陸i気がない 2.15 (1.06) 一.06 -.14 .16 .76 
転職や異動で、j職場環境が変わり1&)11染めない 1.86 (1.03) .02 .14 -.06 .47 
よく知らない分野の仕事を担当している 2.12 (1.04) .12 .31 一.35 .4-7 
周りに仕事のやる気をi!lぐ者がいる 2.77 (1.33) .05 一.10 .23 .45 
因子問中13甥 F1 .09 .28 .31 
F2 .50 .40 















は)1買に， .8. .83守 .80，.62であった。
次に，ストレスマインドセットに関する項目につ




































2.81 (1.10) .79 
3.58 (0.96) .71 
3.20 (0.97) .70 
3.21 (1.05) .70 
3.04 (1.02) .68 
3.57 (1.02) .65 
2.88 (1.03) .64 
2.50 (1.05) .60 
i主i有{註 3.18 
寄与平 47.13 (%) 
a:1系数 .84 
M (SD) iミ!ilfTI'l: 
2.56 (0.87) .81 
2.98 (0.72) .72 
2.59 (0.87) .69 
2.89 (0.90) .68 
2.63 (0.81) .62 
2.96 (0.58) .60 
2.78 (0.94) .58 
3.04 (0.63) .52 
2.88 (0.83) .52 
2.62 (0.86) .51 
3.02 (0.63) .50 
2.75 (0.76) .43 
IN有イifr 4.40 
寄与率 36.66 (%) 
α{系数 .84 













j支はx2(S)==9.46(n.s.)， IFI=.99. TLIニ .99. CFI 





























































r (8) =9.46 (n.s.)， IFI>.99. 
TLI=.99， CFI>.99， RMSEA=.02 
Figure 1. 共分散構造分析の結果.
有意なパスのみを記載し誤差変数および相関係数の図示は省略したいヲく.01，ヲく.05..tpく.10)
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